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共同募金運動は、都道府県を単位にして行われています。各都道府県内で共同募金としてお寄せ
いただいたご寄付は、同じ都道府県内で、子どもたち、高齢者、障がい者などを支援するさまざま
な福祉活動や、災害時支援に役立てられます。
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共同募金運動とは

共同募金の助成は、高齢者サロンの運営や災害ボランティアといったボランティア活動の費用
から、障がい者の共同作業所の車両整備や社会福祉施設の改修まで、さまざまな民間の地域福祉
活動を支援しています。ことしの共同募金運動は、人を支える福祉活動の原点である「つながり
をたやさない社会づくり～あなたは一人じゃない～」を全国共通テーマに、フードバンク活動応
援、子どもや家族の緊急支援など、コロナ禍でも地域福祉活動を一歩ずつ前に推進できるよう支
援しています。
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共同募金の使いみち

共同募金は、地域の福祉団体等からの助成の申請を基に助成計画を立案し、その計画に基づき、
助成事業に必要とされる目標額を毎年定めています。つまり、地域ごとに課題解決に必要な使い
みちの額を事前に定めてから、寄付を募る「計画募金」です。
募金による助成には、市区町村での活動を応援する地域助成と、市区町村を越えた広域での活
動や先駆的な活動を応援する広域助成があります。全国的な統計では、地域助成と広域助成の一
部を合わせて、集まった募金の約7割が募金をいただいた地域で使われています。残りの3割は市
区町村を越えた広域での活動や災害時の備えのためなど使われています。
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共同募金のしくみ

赤い羽根共同募金に
ご協力をよろしくお願いします



５００円以上の寄付

神奈川県共同募金会
＜PR大使 募金バッジ＞

５００円以上の寄付

川崎フロンターレ コラボ
＜ふろん太バッジ＞

川崎フロンターレ コラボ
＜ネックストラップ＞

１０００円以上の寄付

川崎市の赤い羽根共同募金は
川崎フロンターレと協働しています!

ホンドタヌキ
（野毛山動物園の「ウタ」）

2023年４月に誕生したメーカブー(2024の“0”)
※1

両親のカブレラ(中央)、たかたのゆめちゃん(左)
※2、

そしてふろん太(右) と揃って
今年も赤い羽根共同募金 に登場です。

※1 メーカブー:
カブレラ と たかたのゆめちゃん との間に
2023年4月に誕生。
フロンターレファミリーアートディレクターの
大塚いちお さんのデザイン

※2 たかたのゆめちゃん:
岩手県陸前高田市のマスコット。
2022年4月にカブレラと結婚。

オリジナルグッズ募金
この取り組みは「赤い羽根共同募金運動」の一環として行うものです。
川崎市内の共同募金会では、戸別募金、職域募金、街頭募金等とは別に、一定額以上
の寄付をしていただいた方に、寄付のお礼として限定グッズをお渡ししています。
※無くなり次第、終了となりますのでご了承下さい。


